
神奈川の大気・水環境の現状

環境基準達成率(％)
（達成局／有効測定局）

一般局 自排局 計

二酸化硫黄 (SO2)
100

(52/52)
100

(52/52)

一酸化炭素 (CO)
100

(3/3)
100

(14/14)
100

(17/17)

浮遊粒子状物質 (SPM)
100

(60/60)
100

(30/30)
100

(90/90)

二酸化窒素 (NO2)
100

(57/57)
100

(29/29)
100

(86/86)

光化学オキシダント (Ox)
0.0

(0/61)
0.0

(0/61)

微小粒子状物質 (PM2.5)
100

(47/47)
100

(22/22)
100

(69/69)
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河川 湖沼 海域 全水域合計

平成28年度大気環境の状況について

大気汚染物質は、主に工場・事業場や自動車から排出
され、昭和の高度経済成長期、急速な都市化、自動車交
通量の増大等により大気汚染が進み、大きな社会問題と
なりました。

その後、法令に基づく工場・事業場への規制や自動車
排ガス対策などの取組の結果、大気環境の改善が進み、
大気汚染物質のうち、二酸化硫黄、一酸化炭素、浮遊粒

子状物質及び二酸化窒素については、近年、高い環境基
準達成率を維持しています。

一方で、光化学オキシダントについては、環境基準達
成率がゼロの状態が続いており、課題となっています。

また、平成21年に環境基準が定められた微小粒子状物
質（PM2.5）は、平成28年度から引き続き全測定局で環
境基準を達成しています。年平均値は、近年、緩やかな
低下傾向にあります。
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二酸化硫黄 二酸化窒素（一般局） 二酸化窒素（自排局）
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1966（昭和41）の京浜工業地帯 現在

電算システム

ホームページ公開
（１時間毎に自動更新）

測定データ

一般局(61局)
自排局(31局)
移動局(1局)

研究局(1局)

大気汚染のモニタリング

一般環境大気測定局（一般局）･･･生活環境における大気の状態を

測定するために主に市役所や学校、公民館等に設置

自動車排出ガス測定局（自排局）･･･自動車排ガスの影響を測定す

るために、交通量の多い道路等の近くに設置

大気汚染
常時監視測定局
※24時間連続測定

環境基準達成率の推移

令和３年度の環境基準達成状況

大 気 環 境

平成28年度大気環境の状況について

河川、湖沼、海域などの水質汚濁の原因は、工場・事
業場からの排水や家庭等からの生活排水など人の活動に
伴うもののほか、火山地帯等における自然的要因による
影響もあり、多岐にわたっています。

水質の汚濁状況を表す生物化学的酸素要求量(BOD)及
び化学的酸素要求量(COD)の環境基準の達成率は、下水
道など生活排水処理施設の整備により長期的には改善

傾向にありますが、100％達成には至っていません。
県民の主要な水がめである相模湖・津久井湖は、窒

素、燐(りん)の濃度が高く、アオコが発生しやすいこ
とや、水源地域の森林の荒廃が進み、水源かん養や土
砂流出防止などの公益的機能の低下が課題となってい
ることから、県では、平成19年度から「かながわ水源
環境保全・再生実行５か年計画」を定め、継続的な水
源環境の保全・再生の取組を総合的に進めています。

水 環 境

現在1977(S52)頃の多摩川

出典：環境省「図で見る環境白書」

水質汚濁のモニタリング

モニタリング地点一覧

モニタリング地点一覧

環境基準点；河川49、湖沼10、海域29 計88地点
補助点 ；河川40、湖沼 9、海域13 計62地点

（結果は定期的にとりまとめて公表）

採水（河川） 採水（湖沼・海域）

分析

BOD及びＣＯＤの環境基準達成率の推移
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成
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(
%
)

令和３年度の環境基準達成状況

健康項目(有害物質)
２地点で砒素の基準を達成しなかった（火
山地帯の自然的要因）
それ以外は、全て達成

生活
環境
項目

有機汚濁等に関す
る項目

BOD及びCODについて、63水域中55水域で基
準達成（達成率87.3％）

閉鎖性水系の富栄
養化に関する項目
（全窒素・全燐）

相模湖及び津久井湖は、基準非達成
東京湾は、４水域中すべてで基準達成

水生生物の保全に
関する項目

河川42水域、湖沼3水域、東京湾２水域すべ
てで基準達成

（対象水域数；河川45、湖沼5、海域13、計63水域）

※県及び大気汚染防止法の６政令
市が共同でモニタリングを実施

※県、水質汚濁防
止法の10政令市
及び国が共同でモ
ニタリングを実施


